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高
度
成
長
を
続
け
る
中
国
で
は
、
急
速

な
経
済
発
展
の
一
方
で
、
農
業
と
農
村
を

犠
牲
に
し
た
工
業
化
や
都
市
化
は
も
は
や

限
界
に
達
し
て
い
る
。
都
市
と
農
村
の
収

入
格
差
は
依
然
と
し
て
拡
大
し
て
お
り
、

農
民
は
過
重
な
経
済
的
負
担
（
雑
費
用
の

徴
収
も
多
い
）
に
喘
い
で
い
る
。
近
年
農

民
に
よ
る
抗
議
行
動
や
暴
動
が
多
発
し
、

日
本
で
も
一
部
が
報
道
さ
れ
た
。
出
稼
ぎ

に
よ
る
耕
作
の
放
棄
と
農
地
の
荒
廃
、
農

地
の
収
用
で
土
地
を
失
っ
た
多
数
の
農
民
、

膨
大
な
農
村
余
剰
労
働
力
の
就
労
問
題
、

最
低
生
活
保
障
や
医
療
の
立
ち
後
れ
な
ど
、

中
国
の
農
村
問
題
は
実
に
深
刻
で
あ
る
。

「
調
和
の
と
れ
た
社
会
」
の
構
築
を
目
指

す
胡
錦
濤
政
権
は
、「
三
農
（
農
業
・
農

村
・
農
民
）
問
題
」
対
策
を
最
優
先
課
題

と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
中
国
の
農
業
・
農
村
・

農
民
に
関
す
る
最
近
の
日
本
語
の
図
書
を
、

当
館
の
蔵
書
か
ら
紹
介
し
た
い
。

非
常
に
役
立
つ
概
説
書
に
、
白
石
和
良

著
『
農
業
・
農
村
か
ら
見
る
現
代
中
国
事

情
』（
家
の
光
協
会　

二
○
○
五
年
）
が

あ
る
。
本
書
は
農
地
の
所
有
者
、
農
業
の

機
械
化
、
農
産
物
の
生
産
、
都
市
と
農
村

を
峻
別
す
る
戸
籍
制
度
、
農
村
の
社
会
保

障
制
度
や
義
務
教
育
、
農
民
の
所
得
向
上

の
た
め
の
政
策
な
ど
の
ほ
か
、
人
口
・
食

糧
・
環
境
問
題
を
含
む
三
五
の
疑
問
に
つ

い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。

三
農
問
題
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
厳
善

平
著
『
農
民
国
家
の
課
題
』
シ
リ
ー
ズ
現

代
中
国
経
済
２
（
名
古
屋
大
学
出
版
会　

二
○
○
二
年
）
は
、
過
去
五
○
年
間
の
三

農
問
題
の
実
態
や
政
策
的
背
景
を
分
析
し

て
い
る
。
農
地
の
所
有
関
係
と
農
業
の
経

営
方
式
、
都
市
と
農
村
の
二
重
構
造
を
支

え
る
戸
籍
制
度
、
農
村
・
都
市
間
の
所
得

格
差
と
消
費
格
差
、
国
家
と
農
民
の
支
配

・
従
属
関
係
の
変
容
、
村
民
自
治
の
制
度

と
実
態
、
郷
鎮
企
業
、
農
村
労
働
力
の
地

域
間
移
動
、
食
糧
問
題
、
農
産
物
貿
易
の

実
態
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
影
響
な
ど
を
扱
う
。

巻
末
に
三
農
問
題
の
基
本
文
献
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

農
村
実
態
調
査
に
基
づ
く
研
究
成
果
と

し
て
、
中
兼
和
津
次
編
著
『
中
国
農
村
経

済
と
社
会
の
変
動
│
雲
南
省
石
林
県
の
ケ

ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
』（
御
茶
の
水
書
房　

二
○
○
二
年
）
は
、
中
国
に
お
け
る
改
革

開
放
と
市
場
化
が
調
査
村
の
経
済
と
社
会

に
も
た
ら
し
た
変
化
の
実
態
を
、
多
面
的

に
解
明
し
て
い
る
。
末
端
行
政
幹
部
か
ら

見
た
統
治
構
造
や
農
民
の
意
識
（
市
場
意

識
、
社
会
・
経
済
意
識
、
経
営
意
識
、
政

治
意
識
）
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
調
査
は

一
九
九
五
年
と
一
九
九
八
年
に
行
わ
れ
、

同
一
村
の
同
一
家
族
を
追
跡
調
査
し
て
い

る
。

田
島
俊
雄
編
『
構
造
調
整
下
の
中
国
農

村
経
済
』（
東
京
大
学
出
版
会　

二
○
○

五
年
）
は
、
一
九
九
○
年
代
初
頭
と
二
一

世
紀
初
頭
に
実
施
さ
れ
た
日
中
共
同
農
家

調
査
の
成
果
で
あ
り
、
同
一
農
家
の
パ
ネ

ル
デ
ー
タ
に
依
拠
し
て
い
る
。
二
次
調
査

で
は
、
山
東
省
、
陝
西
省
、
湖
南
省
、
貴

州
省
、
四
川
省
、
安
徽
省
の
七
県
級
行
政

区
の
農
家
六
○
三
世
帯
が
対
象
に
な
っ
て

い
る
。
就
業
構
造
、
就
業
行
動
、
所
得
、

教
育
、
地
方
財
政
な
ど
が
分
析
さ
れ
る
が
、

こ
の
十
年
間
の
農
村
内
の
格
差
拡
大
と
広

範
な
離
農
に
見
ら
れ
る
構
造
変
動
は
、
著

者
ら
の
「
予
想
を
上
回
る
大
き
な
も
の
で

あ
っ
た
」
と
い
う
。

農
外
就
業
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
沿
海
の

大
都
市
近
郊
農
村
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し

も
経
済
状
態
が
良
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
石
田
浩
編
著
『
中
国
農
村
の
構

造
変
動
と
「
三
農
問
題
」
│
上
海
近
郊
農

村
実
態
調
査
分
析
』（
晃
洋
書
房　

二
○

○
五
年
）
は
、
一
九
八
○
年
代
末
と
二
○

○
○
年
初
め
に
実
施
し
た
調
査
か
ら
こ
の

点
を
明
ら
か
に
す
る
。
改
革
開
放
後
の
市

場
経
済
化
と
企
業
間
競
争
の
激
化
で
、
経

営
条
件
の
悪
い
郷
鎮
企
業
や
国
有
企
業
が

相
次
い
で
倒
産
し
た
。
内
陸
農
村
出
身
の

出
稼
ぎ
工
と
の
職
の
奪
い
合
い
も
あ
っ
て
、

失
業
し
た
農
民
の
再
就
職
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
。
不
安
定
就
業
の
昂
進
は
調
査

村
が
抱
え
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

張
玉
林
著
『
転
換
期
の
中
国
国
家
と
農

民
（
一
九
七
八
〜
一
九
九
八
）』（
農
林
統

計
協
会　

二
○
○
一
年
）
は
、
体
制
転
換

期
に
お
け
る
国
家
、
基
層
幹
部
（
農
村
地

域
の
幹
部
）
と
農
民
の
関
係
に
つ
い
て
考

察
し
、
収
奪
と
抵
抗
の
実
態
を
解
明
し
て

い
る
。
各
章
は
、
農
民
の
「
死
と
暴
動
」

の
原
因
で
あ
る
農
民
負
担
の
問
題
の
ほ
か
、

農
村
改
革
、
農
民
の
都
市
流
入
、
戸
籍
制

度
、
村
民
自
治
を
扱
う
。
巻
末
の
付
録

「
国
家
・
農
民
関
係
年
表
」、「
九
○
年
代

に
お
け
る
農
民
暴
動
事
件
」
ほ
か
は
有
用

な
資
料
で
あ
る
。

王
文
亮
著
『
九
億
農
民
の
福
祉
│
現
代

中
国
の
差
別
と
貧
困
』（
中
国
書
店　

二

○
○
四
年
）
は
、
三
農
問
題
と
深
く
関
連

し
て
い
る
農
村
の
社
会
保
障
と
福
祉
を
体

系
的
に
論
じ
、
都
市
・
農
村
の
二
重
社
会

構
造
を
克
服
し
た
全
国
統
一
の
社
会
保
障

シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

中
国
で
は
、
人
口
高
齢
化
の
波
が
農
村
部

に
も
押
し
寄
せ
て
い
る
が
、
本
書
は
、
伝

統
的
な
「
家
族
養
老
」
の
衰
退
と
そ
れ
に

起
因
す
る
農
村
高
齢
者
の
扶
養
問
題
に
つ

い
て
も
詳
述
し
て
い
る
。

最
後
に
紹
介
す
る
石
田
浩
著
『
貧
困
と

出
稼
ぎ
│
中
国
「
西
部
大
開
発
」の
課
題
』

（
晃
洋
書
房　

二
○
○
三
年
）
は
、
荒
廃

が
進
む
内
陸
農
村
（
四
川
省
成
都
市
と
重

慶
市
）
の
貧
困
構
造
と
出
稼
ぎ
の
実
情
に

つ
い
て
、
五
年
に
及
ぶ
農
村
実
態
調
査
に

基
づ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
内
陸
農
村
に

活
路
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
「
皮

肉
だ
が
」
と
断
り
つ
つ
、
出
稼
ぎ
の
進
行

で
段
階
的
に
内
陸
農
村
を
「
自
然
死
」
さ

せ
る
こ
と
が
、「
最
も
現
実
的
な
施
策
で

あ
り
、
内
陸
農
村
に
対
す
る
最
良
の
対
症

療
法
的
政
策
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
本
書
を
結
ん
で
い
る
。

（
か 

わ
だ　

し
げ
た
か
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）
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